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　議員の初盆会でのご香典や、諸行事等での
寄附行為は、公職選挙法で禁止されています。

初盆会のご香典や寄附は禁じられています

一般会計… 4億7216万円
特別会計
病院事業特別会計　　収益的収入　　390万円
　　　　　　　　　　収益的支出　　390万円
水道事業特別会計　　債務負担行為　172万円
下水道事業特別会計　収益的収入　　  59万円
　　　　　　　　　　収益的支出　　  59万円
　　　　　　　　　　資本的収入　　300万円
　　　　　　　　　　資本的支出　　300万円

令和６年度補正予算 可
決
可
決

新築された七福団地町営住宅
あなたとともに
未来あるまちへ

新築された七福団地町営住宅
あなたとともに
未来あるまちへ
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６月定例会の主な議案

すべての議案が可決・承認・採択された

内
容

　
受
給
資
格
者
の
算
出
期
間
が
国
及
び

福
岡
県
の
老
人
の
日
記
念
品
贈
呈
事
業

と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
今
回
、
国
、
県

同
様
年
度
内
に
対
象
年
齢
と
な
る
も
の

に
改
め
た
。

　内
容

　
こ
た
け
創
造
舎
の
所
有
者
か
ら
地
域

交
流
等
施
設
と
し
て
民
間
で
の
運
営
に

移
行
し
た
い
旨
の
申
し
出
を
受
け
、
町

の
施
設
と
し
て
の
運
用
を
取
り
や
め

る
。

内
容

　
小
学
校
再
編
統
合
環
境
整
備
事
業
の

物
品
、
小
竹
町
立
小
学
校
ス
ク
ー
ル

ロ
ッ
カ
ー
45
台
。

　
取
得
価
格
８
２
８
万
１
３
５
０
円
。

内
容

　
小
学
校
再
編
統
合
環
境
整
備
事
業
の

車
両
、
小
竹
町
立
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ

ス
３
台
、
取
得
価
格
２
６
０
１
万
７
８

９
０
円
。

内
容

　
病
院
経
営
指
標
の
数
値
目
標
、
令
和

６
年
度
目
標
値
等
の
変
更
。

①
経
常
収
支
比
率
の
変
更
。

②
資
金
不
足
比
率
当
初
目
標
値
を
変
更
。

③
単
年
度
資
金
不
足
金
額
を
変
更
。

④
病
床
利
用
率
を
変
更
。

内
容

　
小
竹
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
。

①
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係

る
限
度
額
を
22
万
円
か
ら
24
万
円
。

②
５
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽

減
判
定
所
得
金
額
を
29
万
円
か
ら
29

万
５
０
０
０
円
。

③
２
割
軽
減
の
対
象
と
な
る
世
帯
の
軽

減
判
定
所
得
金
額
を
、
53
万
５
０
０

０
円
か
ら
54
万
５
０
０
０
円
。

内
容

　
使
用
料
が
公
共
下
水
と
比
較
し
て
高

額
な
た
め
、
引
き
下
げ
を
強
く
求
め
る

も
の
。

問
　
お
試
し
居
住
体
験
施
設
（
こ
た
け
創

造
舎
）
の
廃
止
理
由
は
。

答
　
施
設
所
有
者
の
方
の
意
向
を
受
け
、

６
月
末
に
施
設
を
返
還
し
、
今
後
は
所

有
者
側
で
の
民
間
運
営
に
移
行
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
令
和
２
年
以
降
お
試
し
居
住
の
利
用

者
が
な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
や
社
会
背
景
の

変
化
の
影
響
も
あ
り
、
お
試
し
居
住
体

験
施
設
を
廃
止
す
る
こ
と
に
し
た
。

問
　
移
住
体
験
者
の
人
数
と
効
果
は
。

答
　
平
成
29
年
開
始
以
降
12
名
が
体
験
し

た
が
移
住
促
進
の
成
果
に
は
つ
な
が
ら

な
か
っ
た
。

問
　
こ
の
間
に
町
が
支
払
っ
た
費
用
の
内

訳
は
。

答
　
維
持
管
理
経
費
は
７
年
間
で
１
５
８

０
万
円
。

問
　
町
立
病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
は
何

人
で
構
成
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
人
選
な

の
か
。

答
　
10
名
以
内
で
メ
ン
バ
ー
は
医
師
会
、

保
健
所
、
県
の
医
療
指
導
課
、
有
識
者

数
名
、
自
治
会
の
方
々
と
考
え
て
い
る
。

　
　
委
員
会
は
年
内
で
６
回
程
度
開
催
し

た
い
。

問
　
七
福
団
地
の
移
転
補
償
の
内
容
は
。

答
　
３
月
中
に
移
転
補
償
契
約
が
完
了
し

な
か
っ
た
世
帯
（
10
件
以
上
）
の
費
用

を
今
回
繰
り
越
し
措
置
し
た
。

質
疑
内
容

小
竹
町
敬
老
祝
い
金
支
給
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

小
竹
町
立
病
院
経
営
健
全
化
計
画
の
変
更

に
つ
い
て

専
決
処
分
を
報
告
し
、
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

小
竹
町
お
試
し
居
住
体
験
施
設
及
び
地
域
交

流
拠
点
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議案第31号可決議案第32号

議案第40号承認第２号

議案第30号
可
決
可
決

可
決
可
決

承
認
承
認

可
決
可
決

可
決
可
決

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
意
見
書
採
択
の
請
願
に
つ
い
て

請願第１号採
択
採
択

議案第33号
可
決
可
決

問答問答問答 問答問答
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ご
み
処
理
場
施
設
新
設
の
公
募
方
法

や
候
補
地
、
負
担
金
の
説
明
を
し
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

　
全
員
協
議
会
を
開
い
て
説
明
す
る
べ

き
で
は
。

　
ご
み
処
理
場
の
新
設
に
取
り
組
ん
で

い
る
宮
若
市
外
二
町
じ
ん
芥
処
理
組
合

は
、
地
方
自
治
法
で
定
め
ら
れ
た
特
別

地
方
公
共
団
体
で
あ
り
、
町
長
が
他
団

体
の
動
向
を
報
告
す
る
に
は
制
限
が
あ

る
。

　
報
告
で
き
る
内
容
に
つ
い
て
は
適
時

説
明
を
す
る
。

　
ご
み
処
理
場
の
新
設
に
つ
い
て
は
小

竹
町
の
現
実
、
将
来
の
展
望
等
を
鑑
み

て
実
行
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
町

長
の
見
解
は
。

　
費
用
対
効
果
も
勘
案
し
、
有
利
な
起

債
等
を
国
に
要
望
し
な
が
ら
進
め
る
。

　
直
方
・
鞍
手
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
消
防
本
部
と
直
方
市
消
防
本
部
の
一

本
化
の
進
捗
は
。

　
財
政
面
で
の
検
討
が
続
い
て
い
る
。

引
き
続
き
加
速
化
し
て
協
議
を
進
め
て

い
く
。

一部事務組合に対する質疑

QQAQQAQQA

　
じ
ん
芥
・
し
尿
運
搬
処
理
業
者
支
援

金
は
今
年
度
だ
け
の
補
助
金
な
の
か
、

運
搬
業
者
は
何
社
あ
る
の
か
。

　
物
価
高
騰
対
策
重
点
支
援
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
を
活
用
し
て
お
り
、
こ
の

交
付
金
が
来
年
度
も
継
続
す
れ
ば
実
施

し
た
い
。

　
運
搬
業
者
は
じ
ん
芥
関
係
が
３
社
、

し
尿
関
係
が
２
社
。

　
町
内
一
円
道
路
維
持
工
事
補
修
の
優

先
順
位
は
。

　
令
和
元
年
に
３
６
０
度
カ
メ
ラ
を
搭

載
し
た
車
を
走
ら
せ
路
面
調
査
を
行
い
、

現
状
を
把
握
し
た
。

　
状
態
が
悪
い
箇
所
か
ら
優
先
的
に
行

う
。

　
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
・
立
地

適
正
化
計
画
・
緑
の
基
本
計
画
業
務
委

託
は
３
年
間
で
３
５
０
０
万
円
の
予
算

が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
ど
ん
な
計
画
書
な
の
か
。

　
町
全
体
の
土
地
利
用
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
、
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
、
都

市
計
画
の
目
標
を
定
め
、
実
施
さ
れ
る

べ
き
施
策
を
定
め
た
も
の
。

　
高
齢
者
支
援
タ
ク
シ
ー
券
は
75
歳
以

上
の
方
全
員
に
交
付
す
る
の
か
。

　
交
通
手
段
に
困
難
を
抱
え
て
い
る
方

が
ど
の
く
ら
い
い
る
か
を
把
握
す
る
た

め
に
、
申
請
形
式
で
交
付
す
る
。

　
幅
広
く
申
請
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

補正予算に対する質疑

QQAQQAQQQQ AA

各
公
民
館
へ
の
巡
回
を
行
い
、
代
理
申

請
も
可
能
と
す
る
。

　
小
学
校
統
廃
合
と
給
食
セ
ン
タ
ー
建

て
替
え
の
進
捗
状
況
は
。

　
校
舎
の
改
修
、
外
構
工
事
は
今
年
の

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
て
一
気
に
工
事

を
進
め
る
。

　
現
在
の
進
捗
状
況
は
半
分
程
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
は
今
年
度
末
に
設
計

業
務
が
終
わ
り
、
来
年
度
に
建
設
予
算

を
計
上
す
る
予
定
。

　
令
和
９
年
１
月
頃
完
成
す
る
見
込
み
。

　
権
現
堂
た
め
池
浚
渫
工
事
の
目
的
と

た
め
池
の
水
量
は
。

　
河
川
や
た
め
池
等
の
危
険
箇
所
を
改

修
で
き
る
よ
う
に
創
設
さ
れ
た
緊
急
浚

渫
推
進
事
業
債
を
活
用
。
権
現
堂
た
め

池
の
総
水
量
は
約
30
万
８
０
０
０
立
法

メ
ー
ト
ル
で
、
町
内
で
は
２
番
目
に
大

き
い
た
め
池
。

　
南
良
津
川
護
岸
改
修
工
事
の
内
容
は
。

　
南
良
津
調
整
池
の
越
流
堤
防
を
兼
用

し
て
い
る
部
分
、
八
反
田
橋
の
下
流
側
、

中
央
新
橋
の
下
流
側
の
計
３
カ
所
。

　
ひ
び
割
れ
が
発
生
し
、
地
盤
沈
下
等

も
発
生
し
て
い
る
の
で
、
治
水
の
観
点

か
ら
も
護
岸
改
修
を
実
施
す
る
。

QQAQQA QQA

し
ゅ
ん
せ
つ

浚
渫
と
は

水
底
を
さ
ら
っ
て
土
砂
な
ど
を
取
り
除
く
こ
と

し
ゅ
ん
せ
つ
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●七福団地購入費補助金減額の経緯と原因は
●小学校統合に伴う通学路の安全対策は

一滴　浩子 議員一滴　浩子 議員

問
　
令
和
５
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
で

計
上
さ
れ
た
七
福
団

地
購
入
費
に
つ
い
て
、

管
財
課
よ
り
８
７
１

２
万
円
の
補
助
金
減

額
の
説
明
が
あ
っ
た
。 

　
補
助
金
が
減
額
に

な
っ
た
こ
と
で
、
町

の
一
般
財
源
か
ら
８

１
１
２
万
円
の
繰
り

入
れ
を
お
こ
な
っ
た
。 

　
さ
ら
に
納
品
完
了

後
、
駐
車
場
に
お
け

る
不
備
が
判
明
し
、

町
財
政
に
多
大
な
る

影
響
を
及
ぼ
し
た
と

危
惧
す
る
。 

　
再
度
、
補
助
金
減

額
原
因
と
担
当
課
に

お
け
る
対
応
を
、
時

系
列
に
て
経
緯
を
問

う
。

答
　
七
福
団
地
購
入

費
補
助
金
＝
七
福
団

地
整
備
事
業
に
係
る

社
交
金
（
社
会
資
本

整
備
総
合
交
付
金
）

に
つ
い
て
経
緯
を
説

明
す
る
。 

　
令
和
４
年
度
に
社

交
金
要
望
、
令
和
５

年
４
月
４
日
付
け
で

内
定
通
知
、
５
月
19

日
付
け
で
交
付
決
定

通
知
を
国
か
ら
受
け

取
っ
た
。

　
こ
の
時
点
で
は
事

業
費
に
対
し
４
割
以

上
の
交
付
率
と
な
っ

て
い
た
。

　
七
福
団
地
整
備
事

業
は
、
町
が
事
業
者

か
ら
完
成
物
を
購
入

す
る
民
間
建
設
買
取

方
式
で
あ
る
。

　
購
入
金
額
が
補
助

対
象
で
あ
る
と
担
当

課
は
認
識
を
し
て
い

た
が
、
社
交
金
要
望

後
、
民
間
建
設
買
取

方
式
で
あ
っ
て
も
内

容
に
よ
っ
て
は
対
象

外
部
分
が
あ
り
う
る

と
県
か
ら
指
摘
が
あ

り
、
社
交
金
減
額
の

可
能
性
が
示
唆
さ
れ

た
。

　
こ
れ
以
降
、
県
と

本
町
担
当
者
間
で
協

議
を
続
け
る
中
で
、

主
に
は
国
が
定
め
る

面
積
要
件
等
に
整
合

し
な
い
こ
と
、
ま
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
に
よ
る
取

組
に
対
応
し
て
い
な

い
こ
と
な
ど
に
よ
り

減
額
と
な
っ
た
。

　
こ
こ
に
至
っ
た
原

因
と
し
て
は
、
社
交

金
の
要
件
等
を
事
前

に
十
分
把
握
し
て
い

な
か
っ
た
こ
と
、
県

と
密
に
情
報
共
有
し

て
い
な
か
っ
た
こ
と

等
、
事
業
着
手
前
の

準
備
行
為
が
十
分
で

な
か
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
発
生
し
た
と

認
識
す
る
。

　
今
後
は
交
付
元
と

の
協
議
を
綿
密
に
行

い
、
よ
り
慎
重
に
事

務
を
行
う
よ
う
指
導

し
て
い
く
。

問
　
先
日
、
国
道
２

０
０
号
線
、
福
岡
銀

行
小
竹
支
店
と
小
竹

交
番
の
間
で
一
時
通

行
止
め
を
行
う
ほ
ど

の
事
故
が
発
生
し
た
。

　
来
年
度
よ
り
小
学

校
統
合
に
よ
る
ス

ク
ー
ル
バ
ス
運
行
に

伴
い
、
通
学
路
も
変

わ
る
児
童
も
多
々
い

る
と
予
測
さ
れ
、
安

全
対
策
は
ど
の
よ
う

に
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　
令
和
７
年
４
月

に
小
学
校
が
再
編
・

統
合
さ
れ
、
一
部
の

区
間
に
つ
い
て
ス

ク
ー
ル
バ
ス
を
導
入

す
る
。

　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

区
間
に
つ
い
て
、
バ

ス
停
ま
で
の
集
合
の

方
法
や
バ
ス
へ
の
乗

降
な
ど
細
部
に
わ
た

り
協
議
を
行
い
、
安

全
・
安
心
に
つ
な
が

る
仕
組
み
を
構
築
し

て
い
く
。

　
現
行
の
通
学
路
に

お
い
て
は
、
信
号
機
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
横

断
歩
道
の
設
置
は

99
％
が
安
全
対
策
対

応
済
み
で
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

　
今
後
も
児
童
生
徒

が
安
全
・
安
心
に
登

下
校
が
で
き
る
よ
う
、

関
係
機
関
と
の
連
携

の
も
と
、
安
全
対
策

に
努
め
て
い
く
。

意
見
　
今
回
の
補
助

金
減
額
は
看
過
で
き

な
い
案
件
で
あ
り
、

職
員
の
方
々
に
は
町

の
財
政
に
直
接
影
響

を
及
ぼ
す
職
務
で
あ

る
と
い
う
自
覚
を
再

認
識
し
、
再
発
防
止

に
努
め
て
ほ
し
い
。

　
通
学
路
に
つ
い
て

は
、
迅
速
か
つ
的
確

な
対
策
の
実
施
を
切

望
す
る
。

問

問

答

答

意
見
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●災害に関連する防災協定は
●小竹町水防計画書の公表を
●小竹町内水ハザードマップの作成を 良永　陽臣 議員良永　陽臣 議員

　
　
地
震
や
台
風
等
、

風
水
害
に
よ
る
災
害

発
生
時
に
迅
速
な
対

応
が
で
き
る
よ
う
に

自
治
体
相
互
応
援
、

物
資
、
広
報
、
報
道
、

情
報
通
信
、
医
療
、

衛
生
、
物
流
、
輸
送
、

避
難
所
、
消
防
等
に

つ
い
て
民
間
企
業
を

は
じ
め
国
、
地
方
公

共
団
体
等
と
防
災
協

定
を
締
結
す
る
が
、

小
竹
町
が
現
在
締
結

し
て
い
る
防
災
協
定

の
内
容
は
。

答
　
小
竹
町
の
現
在

の
防
災
協
定
の
締
結

状
況
は
、
福
岡
県
と

の
災
害
時
に
お
け
る

食
料
供
給
協
力
協
定

を
は
じ
め
、
25
件
の

協
定
を
締
結
し
て
い

る
。

　
自
治
体
間
連
携
４

件
、
物
資
供
給
関
連

５
件
、
情
報
発
信
関

連
３
件
、
避
難
所
関

連
６
件
、
工
事
関
連

２
件
、
通
信
電
力
関

連
２
件
、
そ
の
他
２

件
、
今
後
も
様
々
な

分
野
に
お
い
て
、
協

定
を
進
め
て
い
き
た

い
。

問
　
水
防
法
第
７
条

に
基
づ
き
、
福
岡
県

は
水
防
事
務
の
調
整

及
び
そ
の
円
滑
な
実

施
の
た
め
、
毎
年
水

防
計
画
を
定
め
、
こ

の
計
画
に
基
づ
き
、

県
内
水
防
管
理
者
で

あ
る
市
町
村
長
も
、

水
防
計
画
を
定
め
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
水
防
法
第

33
条
第
３
項
で
は
、

指
定
管
理
団
体
の
水

防
管
理
者
は
、
水
防

計
画
を
定
め
、
又
は

変
更
し
た
時
は
そ
の

要
旨
を
公
表
す
る
よ

う
に
努
め
る
と
な
っ

て
い
る
が
、
小
竹
町

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

毎
年
最
新
の
水
防
計

画
を
公
表
す
る
考
え

は
な
い
か
。

答
　
小
竹
町
水
防
計

画
を
定
め
て
い
る
の

で
、
速
や
か
に
要
旨

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
す
る
。

問
　
大
雨
に
よ
る
浸

水
被
害
か
ら
町
民
の

命
を
守
る
た
め
に
、

重
要
な
情
報
と
な
る

の
が
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
で
あ
る
。

　
小
竹
町
総
合
防
災

マ
ッ
プ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
は
、
遠
賀

川
を
対
象
河
川
と
し

て
、
水
防
法
の
規
定

に
よ
り
指
定
さ
れ
た

区
間
に
お
い
て
、
想

定
し
得
る
最
大
規
模

の
降
雨
（
想
定
最
大

雨
量
５
９
２
㎜
／
12

時
間
）
に
伴
う
洪
水

に
よ
り
河
川
が
氾
濫

し
た
場
合
の
浸
水
の

状
況
を
、
１
０
０
年

に
１
回
の
確
立
で
予

測
し
た
も
の
。

　
し
か
し
な
が
ら
、

小
竹
町
で
は
数
年
単

位
で
発
生
し
て
い
る

浸
水
は
市
街
地
で
短

時
間
に
局
地
的
な
雨

が
降
り
排
水
路
な
ど

が
溢
れ
だ
し
浸
水
被

害
が
発
生
す
る
内
水

氾
濫
で
、
遠
賀
川
へ

雨
水
を
放
流
で
き
な

い
場
合
に
発
生
す
る
。

　
そ
の
為
に
必
要
な

内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
は
、
福
岡
県
60
市

町
村
あ
る
中
で
、
一

部
作
成
中
を
含
め
８

割
に
当
た
る
48
市
町

村
で
公
開
さ
れ
て
お

ら
ず
、
整
備
が
進
ん

で
な
い
の
が
現
状
。

　
小
竹
町
は
、
内
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

作
成
に
着
手
し
て
い

る
か
。

答
　
小
竹
町
の
内
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

策
定
及
び
公
表
の
状

況
は
、
未
着
手
の
団

体
と
し
て
整
備
が
進

ん
で
い
な
い
市
町
村

に
該
当
し
て
い
る
。

　
国
は
、
こ
の
内
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
、
内
水
に

よ
る
浸
水
情
報
と
非

難
等
に
関
す
る
情
報

を
、
住
民
の
立
場
に

立
っ
た
情
報
と
し
て

提
供
す
る
事
、
浸
水

の
情
報
及
び
避
難
等

に
関
す
る
住
民
に
で

き
る
だ
け
解
か
り
や

す
く
提
供
す
る
事
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
洪
水
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
、

住
民
へ
の
周
知
と
防

災
減
災
の
意
識
を
高

め
て
い
き
た
い
。

　
内
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、

安
全
面
を
第
一
に
考

え
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
必
要
性
に

つ
い
て
再
度
検
討
し

て
い
き
た
い
。

問

問

問

答

答

答
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●子育て支援に「おむつと安心定期便」を

渡辺　由美子 議員渡辺　由美子 議員

問
　
令
和
５
年
４
月

１
日
よ
り
、
こ
ど
も

家
庭
庁
が
設
立
さ
れ

た
が
、
そ
の
前
段
で

あ
る
内
閣
官
房
こ
ど

も
家
庭
庁
設
立
準
備

室
に
お
い
て
、
未
就

児
園
児
等
の
把
握
、

支
援
の
た
め
の
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
の
在
り
方

に
関
す
る
調
査
研
究

が
行
わ
れ
、
そ
の
報

告
書
に
は
子
育
て
環

境
の
変
化
等
に
よ
り
、

全
て
の
家
庭
に
孤
立

や
不
適
切
養
育
に
陥

る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ

と
を
考
慮
し
、
経
済

的
支
援
と
セ
ッ
ト
の

伴
走
型
相
談
支
援
等

に
よ
る
早
期
か
ら
関

係
性
構
築
の
必
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
明
石
市
、

福
岡
市
等
の
様
々
な

自
治
体
で
は
、
見
守

り
お
む
つ
定
期
便
制

度
を
導
入
し
、
全
国

的
に
も
こ
の
制
度
が

広
が
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
保
健
師
や

研
修
を
受
け
た
支
援

員
等
が
育
児
用
品
等

を
届
け
る
た
め
に
定

期
的
に
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
型
の
訪
問
・
支
援

を
行
う
こ
と
で
、
核

家
族
化
が
進
み
、
生

ま
れ
た
ば
か
り
の
子

ど
も
を
夫
婦
だ
け
で

育
て
る
不
安
や
社
会

か
ら
の
孤
立
解
消
と

潜
在
的
な
リ
ス
ク
を

把
握
す
る
取
り
組
み

の
こ
と
。

　
安
心
し
て
子
育
て

が
で
き
る
環
境
を
整

備
支
援
す
る
た
め
に
、

０
歳
児
か
ら
２
歳
児

の
子
育
て
家
庭
を
定

期
的
に
見
守
り
な
が

ら
お
む
つ
等
を
届
け

る
「
お
む
つ
と
安
心

定
期
便
」
を
始
め
る

べ
き
と
考
え
る
が
、

町
長
の
見
解
は
。

答
　
小
竹
町
で
は
現

在
、
生
後
28
日
以
内

に
新
生
児
訪
問
、
生

後
２
カ
月
の
乳
児
訪

問
、
４
カ
月
ま
で
の

訪
問
、
４
カ
月
児
健

診
、
７
カ
月
児
健
診
、

12
カ
月
児
健
診
と
、

一
歳
に
な
る
ま
で
に

最
低
６
回
の
面
談
を

し
て
、
そ
の
都
度
、

助
産
師
や
保
健
師
の

職
員
が
お
母
さ
ん
と

お
子
さ
ま
の
様
子
や

育
児
の
相
談
に
応
じ

て
い
る
。

　
お
む
つ
こ
そ
届
け

て
は
い
な
い
が
、
顔

の
見
え
る
関
係
性
を

持
ち
、
子
育
て
期
間

中
の
不
安
に
対
す
る

伴
走
型
支
援
を
行
い
、

「
一
緒
に
子
育
て
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
送
り
続
け
て
い
る
。

　
お
む
つ
を
届
け
て

経
済
的
な
負
担
を
軽

減
し
、
顔
の
見
え
る

関
係
性
を
作
る
こ
と

は
子
育
て
支
援
に
大

変
に
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
。

　
し
か
し
、
お
む
つ

を
届
け
る
た
め
に
は
、

間
接
的
な
費
用
も
か

さ
む
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　「
お
む
つ
と
安
心

定
期
便
」
等
に
つ
い

て
は
何
が
効
果
的
な

の
か
検
証
し
な
が
ら
、

今
後
の
検
討
課
題
と

し
て
い
く
。

問
　
い
つ
ま
で
に
回

答
す
る
の
か
。

答
　
小
竹
町
も
年
内

に
生
ま
れ
る
子
ど
も

さ
ん
が
20
人
前
後
と

少
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
、
若
い
方
た
ち

の
意
見
を
聞
き
、
ど

う
い
っ
た
方
法
が
子

育
て
の
精
神
的
・
経

済
的
支
援
に
つ
な
が

る
か
と
い
う
こ
と
を

把
握
し
た
う
え
で
、

来
年
度
の
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

問

答

問答
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●小竹駅西口活用についての計画のその後は
●町のユーチューブチャンネルの活用を

和田　伸一 議員和田　伸一 議員

問
　
町
長
の
所
信
表

明
の
中
で
少
子
化
対

策
と
し
て
、
若
者
世

代
の
定
住
促
進
の
た

め
に
は
、
住
ま
い
と

ぬ
く
も
り
の
あ
る
ま

ち
が
重
要
で
あ
り
、

昨
年
に
続
き
Ｊ
Ｒ
小

竹
駅
西
口
の
開
発
を

進
め
て
い
く
と
あ
る
。

　
昨
年
か
ら
の
進
捗

状
況
と
、
今
年
度
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
を
伺
う
。

答
　
昨
年
の
６
月
定

例
会
で
、
小
竹
駅
前

の
町
有
地
に
つ
い
て

の
活
用
方
針
を
示
し
、

一
部
の
土
地
の
売
却

を
進
め
る
に
至
っ
て

い
る
。

　
西
口
周
辺
の
開
発

に
つ
い
て
は
、
住
宅

施
策
を
柱
の
一
つ
と

し
な
が
ら
、
関
係
課

と
の
協
議
や
関
係
先

へ
の
意
見
聴
取
な
ど

を
進
め
て
い
る
。

　
正
式
に
予
算
等
を

通
じ
、
議
会
に
報
告

で
き
る
よ
う
、
今
後

も
進
め
て
い
く
。

　
西
口
周
辺
開
発
の

実
現
に
つ
い
て
は
、

総
合
的
な
事
業
計
画

や
財
政
的
裏
付
け
が

不
可
欠
で
あ
り
、

様
々
な
世
代
の
方
の

意
見
も
取
り
入
れ
な

が
ら
、
町
全
体
の
土

地
利
用
計
画
と
な
る

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
、
立
地
適
正

化
計
画
、
ま
ち
づ
く

り
の
骨
格
と
な
る
公

共
交
通
計
画
の
立
案

に
取
り
か
か
っ
て
い

く
。

意
見
　
20
年
前
の
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
の
２
０
２
４
年

度
の
小
竹
町
の
人
口

は
１
万
人
の
設
定

だ
っ
た
。

　
そ
れ
が
、
現
在
の

人
口
は
６
９
４
５
人
。

　
た
く
さ
ん
の
方
の

意
見
を
聞
き
、
実
効

性
の
あ
る
計
画
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

問
　
小
竹
町
を
何
も

な
い
町
と
言
わ
せ
な

い
た
め
に
、
町
職
員
、

議
会
、
住
民
が
一
体

と
な
り
、
輝
く
笑
顔

シ
ャ
イ
ニ
ン
グ
ス
マ

イ
ル
を
テ
ー
マ
に
頑

張
っ
て
い
る
人
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
町

の
大
切
な
宝
と
し
て
、

町
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

最
大
限
活
用
し
て
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
動

画
等
を
作
成
、
町
の

内
外
へ
発
信
し
、
町

を
盛
り
上
げ
て
は
ど

う
か
。

答
　
移
住
定
住
促
進

の
た
め
に
、
ま
ず
は

こ
の
町
を
知
っ
て
も

ら
い
、
観
光
な
ど
町

に
直
接
訪
れ
て
も
ら

う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

ふ
る
さ
と
納
税
等
を

通
じ
、
小
竹
町
に
関

わ
っ
て
も
ら
う
人
口

の
創
出
が
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
効
果

的
な
情
報
発
信
施
策

を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
を

活
用
し
た
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
動
画
活
動
は
、

若
い
世
代
だ
け
で
な

く
、
今
で
は
幅
広
い

年
代
の
方
に
効
果
が

あ
る
取
り
組
み
に
な

る
。

　
町
の
認
知
度
向
上

の
た
め
に
、
今
後
の

情
報
施
策
の
中
で
検

討
し
て
い
く
。

　意
見
　
広
報
紙
の
た

め
の
写
真
撮
影
や
記

事
作
成
に
加
え
て
、

動
画
の
撮
影
な
ど
も

一
緒
に
行
い
、
住
民

の
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て

公
民
館
活
動
や
消
防

団
活
動
等
を
Ｐ
Ｒ
し

て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
ひ
ま
わ
り

だ
よ
り
６
月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
た
女
子

ゴ
ル
フ
ァ
ー
の
二
人

等
を
町
の
宝
と
し
て

応
援
す
る
こ
と
も
大

切
な
こ
と
だ
と
思
う
。

　
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
の

作
成
は
町
職
員
だ
け

で
は
難
し
い
部
分
も

あ
る
と
思
う
の
で
、

外
部
委
託
等
を
積
極

的
に
行
い
、
情
報
発

信
を
し
て
、
町
を
盛

り
上
げ
て
い
け
た
ら

と
思
う
。

問

問

答

答

意
見

意
見
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そこが知りたい  一般質問



　議
会
だ
よ
り
の
編
集
委

員
と
し
て
、
1
年
半
が
過
ぎ

そ
の
間
、
い
ろ
い
ろ
と
改
革

を
し
つ
つ
現
在
に
至
っ
て
い

ま
す
。

　昨
年
か
ら
は
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
で
ラ
イ
ブ
配
信
す
る
な

ど
し
て
積
極
的
な
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　

　し
か
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
見
な
い
世
代
の
方
が

町
内
に
は
多
く
「
議
会
だ
よ

り
」
な
ど
の
紙
媒
体
も
重
要

な
情
報
源
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
後
と
も
町
民
の
皆
さ

ん
の
意
見
や
要
望
を
取
り

入
れ
な
が
ら
更
に
精
進
を

重
ね
「
議
会
だ
よ
り
」
を
町

民
の
皆
様
に
分
か
り
や
す

い
、
　紙
面
作
り
に
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

（
議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員
長

　良
永
陽
臣
）

編
集
後
記

編
集
後
記

　傍聴の手続きは、受付票に住所、氏名、
年齢を記入するだけです。ご不明な点は
議会事務局まで、お気軽にお問い合わせ
ください。　  【電話 0949 - 62 - 1967】

〔写真提供者 M．M〕

終電後のJR 鹿児島本線八幡駅付近、国道３号線を封鎖して
黒崎バイパス跨線橋架橋工事。
めったにお目にかかれない国内最大級の3000ｔ級クレーン
につられた長さ100ｍ重量300ｔ超の橋桁、未明の作業風景
は圧倒圧巻でした！
ワクワクの大人の社会見学もいいものです。

検 索 小竹町議会  YouTube

議会を傍聴してみませんか

小竹町議会YouTubeチャンネルで
議会中継・動画を公開中！

自慢の一枚

〇
研
修
テ
ー
マ

地
元
特
産
品
を
活
用
し

た
商
品
開
発
と
地
域
ブ

ラ
ン
ド
化
の
推
進
及
び

販
路
拡
大
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

※事情により変更される場合もありますのでご了承ください。

次回の定例会は、
９月５日（木）に開会予定です。

応募先 gikai@town.kotake.lg.jp

あなたの『自慢の一枚』を募集します！

コメントを添えて議会事務局へ持参

または下記のアドレスへ送ってください。

応募作品の中から毎回、厳選の一枚を掲載

させていただきます。ご応募お待ちしております。
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議案第29号

議案第30号

議案第31号

議案第32号

議案第33号

議案第
34～37号

議案第38号

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

小竹町町税条例の一部を改正する条例の制
定について

小竹町敬老祝い金支給条例の一部を改正す
る条例の制定について

小竹町お試し居住体験施設及び地域交流拠
点施設の設置及び管理に関する条例を廃止
する条例の制定について

財産の取得について（小竹町立小学校スクー
ルロッカー購入）

財産の取得について（小竹町立小学校スクー
ルバス購入）

小竹町（一般・町立病院事業特別・水道事業特
別・下水道事業特別）会計補正予算について

小竹町道路線の廃止について

議案第39号

議案第40号

承認第
１～２号

承認第
４～５号

請願第１号

発委第２号

発委第３号

可
決

可
決

承
認

承
認

採
択

可
決

可
決

小竹町道路線の変更について

小竹町立病院経営健全化計画の変更について

専決処分を報告し、承認を求めることについて

専決処分を報告し、承認を求めることについて

農業集落排水処理施設使用料の引き下げを
求める意見書採択の請願について

農業集落排水処理施設使用料の引き下げを
求める意見書について

小竹町議会委員会条例の一部を改正する条
例の制定について

６月定例会で議決した議案


